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主はあなたの時を堅く支えられる。知恵と知識は救いを豊かに与える。主を畏れることは宝である。

私たちに与えられた「時」には限りがあります。そして、このような時代だからこそ、人は「本当に価
値あるものは何か」と問わずにはいられません。人生を豊かにする知恵と知識は、主イエス・キリスト
の十字架の死と復活によって明らかにされました。聖書は、その偉大な御業を成し遂げられた主なる神
を畏れ、敬うことから学びが始まることを証します。どのような時であっても「敬神」から隣人を自分
のように愛する「奉仕」が生まれるのです。

聖書の言葉
（イザヤ書 第 33 章　6 節）

中高部　聖書科　上野峻一

Transforming our world

創立時より社会問題と向き合い、行動を起こしてきた英和生。
持続可能な世界を目指す SDGs ※にも通じる取り組みを 3 つの STORY で紹介。

誰かのためにまず私から

童
謡
﹃
赤
い
靴
﹄
と
東
洋
英
和
の
物
語

童
謡
『
赤
い
靴
』

作
詞
／
野
口
雨
情

赤
い
靴　

は
い
て
た　

女
の
子

異
人
さ
ん
に　

つ
れ
ら
れ
て　

行
っ
ち
ゃ
っ
た

横
浜
の　

埠
頭
か
ら　

汽
船
に
乗
っ
て

異
人
さ
ん
に　

つ
れ
ら
れ
て　

行
っ
ち
ゃ
っ
た

今
で
は　

青
い
目
に　

な
っ
ち
ゃ
っ
て

異
人
さ
ん
の　

お
国
に　

い
る
ん
だ
ろ
う

赤
い
靴　

見
る
た
び　

考
え
る

異
人
さ
ん
に　

逢
う
た
び　

考
え
る

1
STORY

　

童
謡『
赤
い
靴
』に
出
て
く
る
女
の
子
に
は
、「
佐

野
き
み
」
と
い
う
実
在
の
モ
デ
ル
が
い
る
。
き
み

は
、
東
京
・
麻
布
に
あ
っ
た
東
洋
英
和
ゆ
か
り
の

孤
児
院「
永
坂
孤
女
院
」で
暮
ら
し
た
時
期
が
あ
り
、

英
和
生
が
世
話
に
あ
た
っ
た
。

　

家
庭
の
事
情
で
、
幼
い
こ
ろ
ア
メ
リ
カ
人
宣
教

師
夫
妻
の
養
女
と
な
っ
た
き
み
。
帰
国
命
令
が
出

た
夫
婦
と
一
緒
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
予
定
だ
っ
た

が
、
結
核
に
か
か
り
、
永
坂
孤
女
院
に
預
け
ら
れ

る
も
九
歳
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

一
方
、
き
み
の
死
を
知
ら
ず
、
手
放
し
た
娘
の

こ
と
を
ず
っ
と
気
に
か
け
て
い
た
実
母
。
切
な

い
母
子
の
話
は
人
づ
て
に
野
口
雨
情
の
耳
に
入

り
、『
赤
い
靴
』
の
基
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

赤
い
靴
を
は
い
た
女
の
子
は
横
浜
か
ら
船
に
乗
っ

て
お
ら
ず
、
短
い
生
涯
を
終
え
て
い
た
の
だ
。

山下公園の像が有名だが、1989
（平成元）年、孤女院があった麻
布十番の一角にも「きみちゃん像」
が建てられた。

童
謡
『
赤
い
靴
』
の
女
の
子
と

東
洋
英
和
の
つ
な
が
り

特 集
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Content s

※SDGsとは
持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）とは、2015年9月の国連
サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に
記載された、2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17のゴール・
169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」こ
とを誓っています。（外務省HPより抜粋）

［特集］
Transforming our world
—誰かのためにまず私から—

P.01

表紙写真：英和生の SDGsへの取り組み

From the Garden of Kaede

楓の園から［学院 NEWS］
P.09

Cartmell’s Prayer ［宗教教育委員会］P.17

教員紹介P.19

「楓園」で掲載している写真には、コロナ禍以前に撮影されたものも含まれています。

東洋英和楓の会P.21

STORY 1

　
S
D
G
ｓ
が
叫
ば
れ
る
現
代
の
社
会
問
題
を
紐

解
く
と
、
東
洋
英
和
の
創
設
者
で
あ
る
ミ
ス
・
カ

ー
ト
メ
ル
が
抱
い
て
い
た
問
題
意
識
と
の
共
通
点

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
本
で
伝
道
活
動
を
す
る
う
ち
、
日
本
の
少
女

た
ち
は
権
利
や
自
由
を
軽
視
さ
れ
、
学
校
教
育
を

受
け
づ
ら
い
こ
と
を
知
っ
た
ミ
ス
・
カ
ー
ト
メ
ル
。

キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
女
子
教
育
を
行
う
こ
と
が

自
分
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
、
1
8
8
4
（
明
治

17
）
年
10
月
、
わ
ず
か
二
人
の
生
徒
を
も
っ
て
東

洋
英
和
を
開
校
す
る
。

　

開
校
当
初
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
基
づ
き
、

自
立
し
た
人
格
と
し
て
生
き
る
意
志
と
力
を
持
っ

た
女
性
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
た
東
洋
英
和
。

王
女
会
に
よ
る
恵
風
学
校
や
永
坂
孤
女
院
の
よ
う

に
、
よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
自
ら
行
動

を
起
こ
し
、
他
者
の
た
め
に
愛
を
も
っ
て
奉
仕
す

る
精
神
は
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
英
和
生
に
引
き

継
が
れ
て
い
る
。

　

東
洋
英
和
女
学
校
が
開
校
し
て
間
も
な
く
、
生

徒
自
身
に
よ
る
宗
教
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、
今

で
い
う
課
外
活
動
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
中
核
と
な
っ
た
の
は
、

1
8
8
8
（
明
治
21
）
年
に
誕
生
し
た
王
女
会
だ
。

会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
編
物
や
裁
縫
の
作
品
を
販
売

し
て
社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
献
金
に
当
て
る
ほ

か
、
貧
困
の
子
ど
も
を
救
済
す
る
た
め
、
日
曜
学

校
で
教
師
と
し
て
奉
仕
し
て
い
た
。
さ
ら
に
王
女

会
の
奉
仕
活
動
は
、
小
学
校
に
通
学
で
き
な
い
児

童
の
た
め
の
私
設
学
校
「
恵
風
学
校
」
へ
と
展
開

し
て
い
っ
た
。

　

王
女
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
佐
野
き
み
が
い
た
永

坂
孤
女
院
の
運
営
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。
麻
布
十

番
に
住
む
子
ど
も
の
一
人
が
売
ら
れ
て
し
ま
う
の

を
知
っ
た
生
徒
が
、
有
志
を
募
り
、
ほ
か
の
貧
し

い
子
も
引
き
取
っ
て
孤
女
院
を
開
設
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。
一
人
の
子
を
思
う
生
徒
た
ち
の
行
動
が
、

周
囲
の
生
徒
、
そ
し
て
大
人
を
も
動
か
し
た
の
だ
。

1 9 0 8（明治4 1）年の永坂孤女
院。１階は日曜学校として利用さ
れ、2階は孤児院として利用され
た。この写真のなかに、佐野きみがい
る可能性もある。

創
立
時
よ
り
変
わ
ら
ず

社
会
問
題
と
向
き
合
い
続
け
る

東
洋
英
和
の
精
神

恵
ま
れ
な
い
人
の
た
め
の

自
主
的
な
奉
仕
活
動

王
女
会
と
永
坂
孤
女
院

マーサ J.カートメル
1845年～ 1945年
東洋英和女学院の創設者

童謡『赤い靴』と東洋英和の物語
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横浜市役所で小林一美副市長（後列左から2人目、
役職は当時）にコーヒープロジェクトの活動や
目指すものをプレゼンテーション（大学）

「品質の良い豆とは」「本当のコーヒー「品質の良い豆とは」「本当のコーヒー
のおいしさとは」五感を使って確かめるのおいしさとは」五感を使って確かめる
（高等部・大学連携勉強会）（高等部・大学連携勉強会）

クリスマスメッセージを付けたラッピン
グやポスター作りも行いドリップバッグ
の販売をお手伝い（小学部）

株式会社ミカフェートの方によるサス
テナブルコーヒーについての講演会
（高等部・大学連携勉強会）

コーヒーのイメージについてディスカッションする
（高等部・大学連携勉強会）

▲大学のEiwa Caféパッケージ。「コーヒーの苗を
持った生産者とコーヒーカップを持った英和生、
両者をEiwa Caféがつなぐ」がコンセプト

▲中高部のEiwa Caféパッケージ。「パナマの子
どもたちと英和生がコーヒーと教育でつなが
る」がコンセプト

試飲したベジャビスタ農園とフェダール農園試飲したベジャビスタ農園とフェダール農園
のコーヒー（高等部・大学連携勉強会）のコーヒー（高等部・大学連携勉強会）

ベジャビスタ農園の女性農園主ベジャビスタ農園の女性農園主
アルマさん（左）と娘さんアルマさん（左）と娘さん

コーヒーを飲みながら、味、香りなどをコーヒーを飲みながら、味、香りなどを
メモしていく（高等部・大学連携勉強会）メモしていく（高等部・大学連携勉強会）

Transforming our world —誰かのためにまず私から—
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学
院
を
縦
断
す
る

コ
ー
ヒ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
STORY　

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
の
ラ
ー
ニ
ン
グ

コ
モ
ン
ズ
か
ら
始
ま
っ
た
、「
コ
ー
ヒ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
私
た
ち
が
飲
ん
で
い
る

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
が
生
産
者
の
貧
困
問
題

や
森
林
伐
採
に
よ
る
環
境
破
壊
な
ど
、
地

球
規
模
の
社
会
課
題
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。

　

活
動
の
柱
と
な
る
の
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ド
リ
ッ
プ
バ
ッ
グ
コ
ー
ヒ
ー
〝
Ｅ
ｉ
ｗ
ａ 

Ｃ
ａ
ｆ
é
〞。
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
高
品
質

の
コ
ー
ヒ
ー
を
生
産
、
女
性
オ
ー
ナ
ー
の
農

園
の
豆
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
〝
Ｅ
ｉ
ｗ

ａ 
Ｃ
ａ
ｆ
é
〞
を
広
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
で
集
ま
っ
た
寄
付
金
は
、

障
が
い
者
の
就
学
・
就
労
支
援
を
行
う
別

の
農
園
に
寄
付
。
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
（
持

続
可
能
）
な
コ
ー
ヒ
ー
産
業
の
発
展
だ
け

で
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
途
上
国
の

教
育
支
援
な
ど
、
多
方
面
か
ら
S
D
G
s

に
貢
献
し
て
い
る
。

　

大
学
で
始
ま
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
学
院
全
体
に
広
が
り
を
み
せ
て

い
る
。
高
等
部
の
授
業
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
、
参
加
を
希
望

す
る
生
徒
が
現
れ
た
こ
と
か
ら
「
高
大
連

携
東
洋
英
和
コ
ー
ヒ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
中
高
部
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
〝
Ｅ
ｉ
ｗ
ａ 

Ｃ
ａ
ｆ
é
〞
が
完
成
。

大
学
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー

ド
を
封
入
す
る
作
業
を
小
学
部
の
児
童
が

手
伝
う
な
ど
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
学
院

を
縦
断
す
る
活
動
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

2
0
2
1
年
9
月
に
は
、
大
学
、
中

高
部
が
校
外
の
S
D
G
s
イ
ベ
ン
ト
「
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
2
1
秋
」
に
参
加
。
東
洋
英
和
の
コ

ー
ヒ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
校
内
に
留
ま

ら
ず
、
校
外
の
多
く
の
人
と
の
関
わ
り
の

な
か
で
成
長
し
続
け
て
い
る
。

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら

始
め
る
S
D
G
s

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
コ
ー
ヒ
ー
を

社
会
に
広
く
伝
え
る

STORY 2

■STORY2 関連するSDGs

HISTORY

川島氏の講演に感銘を受けた
学生を中心に、13名の初期
メンバー・教職員によるコー
ヒープロジェクトが発足。ミ
カフェート社の全面協力によ
り活動がスタート。

2019.5
東洋英和オリジナルのドリップ
バッグコーヒー“Eiwa Café”が
完成。コーヒー豆の選定、パッ
ケージデザイン、コンセプト作
りなど、すべて学生が主体となっ
て行い、かえで祭で活動報告。

2019.11
高等部の「総合探究」の授業
で、大学のコーヒープロジェ
クトを紹介。大学と中高部の
共同プロジェクトが立ち上が
り、中高部オリジナルの“Eiwa 
Café”を製作。

2021.7
丸井グループ主催の SDGsイ
ベント「インクルージョンフェ
スティバル 2021秋」に参加。
校外の多くの人に、SDGsや
東洋英和の活動の紹介を行う。

2021.9
東洋英和女学院大学国際社会
学部の授業で、コーヒーを通
じた持続可能な社会実現に取
り組む株式会社ミカフェート
の川島良彰氏の講演を開催。
反響を呼ぶ。

2018.9

学院を縦断するコーヒープロジェクト
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　「コロンビアとつながれる」と書かれていたポスターを
見て興味をもったのがきっかけで、プロジェクトに参加す
るようになりました。それまでは SDGsについて知らなか
ったのですが、今では生活の一部になったと言っても過言
ではないくらい欠かせないものとなりました。SDGsは善
意で行うことではなく、私たちの社会に本当に必要なこと
です。SDGsに貢献することが自分自身も幸せになる道で
あると感じながら、日々活動しています。

プロジェクトを通してSDGsが生活の一部に

　週一回の定期ミーティングを基本に、現在はかえで祭で
のチャリティ・展示や長津田のみどりアートパークでのカ
フェ出店、パルシステムや無印良品とのコラボなどの準備
を進めています。ありがたいことに各所からお声がけいた
だいており、1年生の時と比べてコーヒープロジェクトが
より多くの方に注目され、その広がりを如実に感じ、とて
も嬉しく思います。その分責任もより感じますが、「コー
ヒーとともに温かさを届けたい」と強く思うようになりま
した。

社会に広がるコーヒープロジェクト

　商品の背景を考えたり、「地球のためになるのか」と考
えたり。消費者として一度立ち止まる姿勢が身につきま
した。無理をするのではなく、持続可能なものであるか
の観点も重視するように。最近購入したお気に入りの傘は、
デザインはもちろん、軽量で機能性も抜群のリペット製品。
これもプロジェクトに参加していなければ気づきもしな
かったと思います。サステイナブル＝我慢ではなく、楽
しくできるサステイナブルな生活を心がけています。

消費者として一度立ち止まる姿勢が身につく

大学 人間科学部人間科学科 3年

鈴木 胡桃さん

INTERVIEW

　私とコーヒープロジェクトとの出会いは、何気なく訪れ
たラーニングコモンズでスタッフの方に声をかけていただ
いたことから始まりました。当初は学生サポートスタッフ
である「LCコンシェルジュ」として活動を始め、そこで
挑戦する楽しさを感じるようになりました。その後勧めて
いただいたコーヒープロジェクトにも参加。それまでは授
業で SDGsという言葉を知っている程度で、自分がこのよ
うな活動に関わるとは思ってもみませんでした。

ラーニングコモンズでの出会いから始まる

　参加してすぐに YouTube配信を担当。知識ゼロの状態
から、コーヒーのおいしさに興味を持ってもらうにはどう
すればいいのか、試行錯誤しながら配信を行いました。そ
の動画がきっかけで中高部とのつながりが生まれたのは、
大きな成果の一つです。2021年度には、消費者のことを
知ってもらうため、生産農家の方々に向けたビデオレター
を作成。農園からお礼のビデオレターをいただき、普段つ
ながることのないコロンビアの方々と心を通わせた、とて
も貴重な経験ができました。

コーヒー農園の方へビデオレターを作成

　プロジェクトに携わったことで、「何が本当にサステイ
ナブルなんだろう？」と深く考えるようになりました。目
の前のことを鵜呑みにするのではなく、本当にその商品は
サステイナブルなものなのか、その裏側までも考えるよう
になりました。本当に良い物を選び、それを伝えていくこ
とは消費者の立場だからできること。選ぶ目を鍛え、自分
が良いと感じたものを周りの人に伝えていくことが、今私
ができる最大の力ではないかと思っています。

選ぶ目を鍛え、良い物を周囲に伝える

大学 国際社会学部国際社会学科 4年

石井 ありすさん

Transforming our world —誰かのためにまず私から—
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　コーヒープロジェクトを知ったのは、高等部 1年の時。
「総合探究」の授業で、先生からプロジェクトの存在を教
えてもらいました。授業では、グループごとに「児童労働」
や「環境問題」など関心のある社会問題を選びます。そして、
SDGsのどの目標に関わっているかを考え、解決のため
にどうすれば良いかを研究します。研究テーマを決める
時にプロジェクトの話を聞き、研究活動や SDGsへの意
識を高めることにつながると思い、参加しました。

研究活動の一環としてプロジェクトへ参加

　プロジェクトでは、中高部オリジナルのサステイナブル
コーヒーを作りました。テーマは「教育」。教育や修学
支援に力を入れている 3つの農園の豆の中から、試飲会
を経て使用する豆を選びました。豆選びで意識したのは、
おいしさはもちろん中高生でも飲みやすいかどうかです。
最終的に各農園の活動内容とコーヒーの味を総合的に判
断して決定。自分たちで商品を作り販売する点におもし
ろさを感じ、翌年もプロジェクトに参加しようと決めま
した。

「教育」がテーマのコーヒーを企画・販売

　プロジェクトで学んだのは、フェアトレード商品の購
入が教育支援や児童労働の状況改善につながることです。
自分でもフェアトレードについて調べ、コンビニエンス
ストアをはじめ身近なコミュニティで公正に取引された
商品が手に入ると知りました。今では、お店にフェアト
レード商品があるかを気にするようにしています。今後
も SDGsについて学び、どのような問題があるかを知
りたいです。学校で行われる有志活動にも積極的に参加
してみようと思います。

フェアトレードが子どもたちの支援につながる

高等部 2年

今野 満理子さん

　SDGsに興味を持ったきっかけは、海洋汚染やウミ
ガメの絶滅危機、大気汚染などに関するニュースを見
たことです。世界には多くの問題があり、解決するには
SDGsの目標を達成しなければならないと学びました。
具体的に何をすれば良いか分からないなか、小学部 6年
の時に授業でコーヒープロジェクトを知りました。ラッ
ピングやメッセージカード、ポスター制作を手伝う形で
参加することになり、SDGsを学べると思いました。

世界の問題解決のため小学部からSDGsを学ぶ

　コーヒープロジェクトの活動を通して、カカオ農園
で働く子どもたちは完成したチョコレートの味を知ら
ないと知りました。私は「チョコレートを味わってほし
い」と思い、フェアトレードチョコレートを現地に送る
ことを思いつきました。小学部の卒業前ということもあ
り実現しなかったものの、自分たちの創意工夫や行動で、
SDGsに関われると気づきました。プロジェクトをお手
伝いしたことで、SDGsをより身近な問題として考えら
れるようになったと思います。

農園の子どもたちにチョコレートを送りたい！

　コーヒープロジェクトを通して、SDGsに関する知識
の少なさを感じました。SDGsの目標をどうしたら達成
できるのか、なるべく早く達成するには何をすれば良い
のか、これから勉強をしながら多くの人と考えたいです。
SDGsの目標を達成するには、たくさんの人が SDGs

について知ることが大事だと思います。一人で考えてい
ても、周りが意識しなければ達成は難しいです。一人ひ
とりが少しずつ SDGsを意識するだけで、大きな成果
が生み出されると信じています。

目標達成には一人ひとりの意識が大切

中学部 1年

中野 由那さん

STORY 2 学院を縦断するコーヒープロジェクト
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「
食
」
を
通
し
て
社
会
と
関
わ
る

3
STORY

　

食
品
ロ
ス
の
問
題
が
叫
ば
れ
る

以
前
か
ら
、東
洋
英
和
で
は
、日
々

の
生
活
の
な
か
で
食
育
を
行
っ
て

き
た
。

　

大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
一
人

ひ
と
り
が
自
分
事
と
し
て
食
べ
物

の
大
切
さ
や
食
糧
問
題
を
考
え
る

こ
と
。
知
識
の
一
方
的
な
押
し
付

け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

を
通
し
て
食
物
、
食
文
化
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
る
。

自
分
た
ち
の
足
元
か
ら

「
食
」
を
見
つ
め
な
お
す

小学部での田植えを体験。稲刈りも行う

　

十
数
年
前
か
ら
、
園

内
に
あ
る
小
さ
な
畑
の

脇
に
コ
ン
ポ
ス
ト
を
設

置
。
料
理
の
ま
ま
ご
と

遊
び
で
使
っ
た
野
菜
の

切
れ
端
を
、
遊
び
の
一

環
と
し
て
子
ど
も
自
身

が
コ
ン
ポ
ス
ト
に
入
れ

て
い
る
。
ま
た
、
で
き

た
〝
た
い
肥
〞
は
畑
に

戻
し
、
食
料
廃
棄
物
を

循
環
さ
せ
資
源
に
変
え

て
い
る
。

　

食
材
の
産
地
を
示
す

地
図
の
展
示
や
栄
養
士

に
よ
る
お
か
ず
の
説
明

な
ど
、
主
に
給
食
の
時

間
を
食
育
に
活
用
。
校

庭
の
梅
の
実
を
使
っ
た

ジ
ュ
ー
ス
づ
く
り
、
そ

ら
豆
の
皮
む
き
、
田
植

え
な
ど
、
体
験
学
習
を

通
じ
て
食
材
の
背
景
に

目
を
向
け
、
食
べ
物
に

感
謝
す
る
気
持
ち
を
養

っ
て
い
る
。

かえで幼稚園

中高部

小学部

大　学

遊
び
の
一
環
と
し
て

コ
ン
ポ
ス
ト
を
利
用

給
食
の
時
間
を
使
っ
て

食
材
の
生
産
者
と

産
地
を
知
る

　

生
徒
会
活
動
の
一
環

と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

認
知
度
を
上
げ
る
マ
ス

ク
用
シ
ー
ル
を
製
作
。

エ
コ
素
材
や
環
境
に
配

慮
し
た
製
造
法
は
、
17

あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

す
べ
て
を
達
成
し
て
い

る
。
こ
の
活
動
を
き
っ

か
け
に
、
教
職
員
の
名

刺
や
学
校
案
内
に
バ
ナ

ナ
ペ
ー
パ
ー
を
採
用
す

る
動
き
も
進
ん
で
い
る
。

　

大
学
の
所
在
地
で
あ

る
横
浜
市
緑
区
と
連
携
・

協
力
し
、
地
域
に
貢
献

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。
使

い
切
れ
な
い
未
使
用
の

食
品
を
回
収
し
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
や
地
域
の
福

祉
施
設
に
寄
付
す
る
フ

ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
へ
の
参

加
な
ど
、
地
域
住
民
と

と
も
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推

進
し
て
い
る
。

廃
棄
さ
れ
る
バ
ナ
ナ
の

茎
を
使
っ
た

バ
ナ
ナ
ペ
ー
パ
ー
に
着
目

あ
ま
っ
た
食
品
を
寄
付
す
る

自
治
体
と
協
働
す
る

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

■STORY3 関連するSDGs

STORY 3 「食」を通して社会と関わる

10月16日（日）に開催された緑区民まつりでは、
食品ロス問題の説明などを学生たちが担当。写真
中央は、山中竹春横浜市長

Transforming our world —誰かのためにまず私から—
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INTERVIEW

PROFILE

［大学と S D G s］

学びとSDGsを結び付けることで
継続的な活動へと昇華させる

大
学
は
問
題
解
決
の
た
め
の

素
地
を
身
に
つ
け
る
場
所

　

本
学
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
に
対
し
て
の
問
題
解
決
を
目
指
し
て

取
り
組
む
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
」
が
あ
り

ま
す
。学
生
が
学
ぶ
の
は
机
上
の
空
論
で
は
な
く
、

ど
ん
な
分
野
で
も
活
躍
で
き
る
基
盤
を
身
に
つ

け
る
こ
と
。
大
学
と
い
う
場
所
は
、
学
生
と
社

会
と
を
つ
な
ぐ
一
つ
の
場
所
で
あ
る
と
と
も
に
、

家
庭
や
友
人
た
ち
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
世
界
と

公
的
な
世
界
を
つ
な
ぐ
場
所
で
も
あ
る
こ
と
は
、

教
え
る
う
え
で
強
く
意
識
し
て
い
る
点
で
も
あ

り
ま
す
。
学
生
生
活
の
な
か
で
好
き
を
見
つ
け

る
き
っ
か
け
を
ど
う
す
る
か
、
そ
の
背
中
を
押

せ
る
の
が
大
学
の
授
業
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

協
同
性
の
な
か
で
こ
そ

生
ま
れ
る
学
び

　

東
洋
英
和
女
学
院
の
建
学
の
精
神
で
あ
る

『
敬
神
奉
仕
』
を
実
現
す
る
場
と
し
て
誕
生
し
た

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
は
、
協
同
性
の
中
で
新

し
く
生
ま
れ
て
い
く
学
び
を
実
践
す
る
場
と
し

て
、
学
部
や
学
科
、
学
年
な
ど
に
関
わ
ら
ず
全

学
に
向
け
た
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
の
取
り
組
み
の

一
つ
が
S
D
G
s
で
す
。
S
D
G
s
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
複
合
的
に
絡
み
合
っ
て
い
る
も
の

で
、
ど
こ
か
一
つ
の
分
野
だ
け
に
注
力
し
て
も

解
決
し
え
な
い
問
題
ば
か
り
で
す
。
そ
こ
で
必

要
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
的

な
学
び
で
あ
り
、
か
つ
地
球
規
模
の
問
題
に
対

し
て
い
か
に
我
が
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か

と
い
う
視
点
。
学
生
た
ち
に
身
近
な
世
界
と
国

際
社
会
的
な
問
題
を
結
び
付
け
て
も
ら
う
た
め
、

コ
ー
ヒ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
横
浜
市
緑
区
と
の

連
携
、
防
災
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
垣
根
を
超
え
て

広
が
る
取
り
組
み

　
「
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
始
め
る
S
D
G
s
」
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
ま
り
も
学
生
の
や
り
た
い
と

い
う
声
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
選

定
や
、
コ
ー
ヒ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
、
寄

付
金
の
送
り
先
も
す
べ
て
学
生
主
導
。
コ
ー
ヒ

ー
を
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
貧
困
の
撲
滅
や
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
な

ど
、
複
合
的
な
開
発
目
標
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
大
学
だ
け
で
な

く
、
中
高
部
や
小
学
部
と
の
連
携
も
始
ま
り
、
幼

稚
園
か
ら
大
学
院
ま
で
あ
る
英
和
だ
か
ら
こ
そ
の

影
響
力
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
学
生
た
ち
は
、
自

分
た
ち
が
計
画
し
た
こ
と
を
実
現
で
き
た
こ
と
で

自
信
を
つ
け
、
さ
ら
に
次
の
行
動
に
踏
み
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
与
え
ら
れ
た
も
の
に
対

し
て
の
批
判
的
思
考
の
意
識
も
育
っ
て
き
た
と
感

じ
ま
す
。
そ
ん
な
学
生
た
ち
の
成
長
を
日
々
た
く

ま
し
く
感
じ
な
が
ら
も
、
活
動
が
一
過
性
の
も
の

と
な
ら
な
い
よ
う
、
大
学
で
学
ん
で
い
る
こ
と
と

S
D
G
s
を
結
び
つ
け
る
よ
う
な
機
会
を
今
後
も

提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人間科学部人間科学科

尾崎 博美准教授

東北大学大学院教育学研究科博士課程修了 博士（教育学）。 

研究テーマは教育目的論、教育関係論、ケアリング論。
2016年度より東洋英和女学院大学、同大学院に奉職。学部
では教職に関する科目も担当。

誰かのために
まず私から

Transforming our world
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楓の園から［学院NEWS］

From
the Garden of Kaede

長崎× SDGs
～サステイナブルな街づくりを考える～

▲

▲

取材の様子　聞き洩らしのな
いようメモを取るのも必死です。
グループごとに異なる取材先へ

▲ ▲シーボルト記念館や亀山社中記念館など記
念館を訪問したグループは展示品も見せていた
だきました

高 2総合探究

09ISSUE 2023 1/31 VOL.95

東洋英和女学院-95_P9-22.indd   9東洋英和女学院-95_P9-22.indd   9 2023/01/13   14:162023/01/13   14:16



中高部

2
．
修
学
旅
行
で
の
取
材
活
動

長
崎
修
学
旅
行
の
初
日
に
、
あ
ら
か
じ

め
決
め
て
あ
っ
た
取
材
先
に
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
向
か
い
、
取
材
を
し
ま
し
た
。
ま
た

新
聞
に
掲
載
す
る
写
真
も
撮
影
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
準
備
し
て
き
た
質
問
だ

け
で
な
く
、
新
た
に
生
じ
た
疑
問
に
も
丁

寧
に
答
え
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
貴
重
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

3
．
長
崎
大
学
の
学
生
と
の

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

東
京
に
戻
っ
て
か
ら
取
材
し
て
き
た
内

容
を
ま
と
め
、長
崎
大
学
の
学
生
Ｎ
Ｐ
Ｏ・

S
l
o
p
e
e
r
s
の
学
生
さ
ん
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま

し
た
。
長
崎
に
住
む
学
生
の
視
点
か
ら
気

づ
い
た
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ

い
た
り
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
見
出
し
に

つ
い
て
考
え
る
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。

4
．
新
聞
の
作
成

い
よ
い
よ
新
聞
記
事
に
ま
と
め
て
い
き

ま
す
。
メ
イ
ン
記
事
と
２
つ
の
サ
ブ
記
事

長崎新聞社作成の動画を観て取材の仕方や
新聞作成の手順を学ぶ

Slopeersの学生とのオンラインワークショップ

新聞作りの様子

上／完成した新聞が届いたときは感無量でした！
下／完成した新聞をもとにプレゼンテーションを
行っている様子　

〜 

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
街
づ
く
り
を
考

え
る
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
半
年
間
か

け
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新

聞
を
作
成
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
次

の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
で
活
動
し
ま
し
た
。

1
．
テ
ー
マ
の
決
定
・
事
前
準
備　

①
キ
リ
ス
ト
教
、
②
世
界
遺
産
、
③
産

業
（
地
形
）、
④
平
和
、
⑤
歴
史
の
５
つ

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
関
心
が
あ
る
テ
ー
マ
を
選

び
、
７
、８
人
で
１
グ
ル
ー
プ
に
。
新
聞

の
作
り
方
を
長
崎
新
聞
社
作
成
の
動
画
を

観
て
学
び
、
長
崎
で
聞
き
た
い
こ
と
、
知

り
た
い
こ
と
を
ま
と
め
ま
し
た
。
取
材
先

に
ご
挨
拶
の
メ
ー
ル
を
お
送
り
し
、
い
ざ

修
学
旅
行
に
出
発
で
す
！

０
２
２
年
度
の
高
２
の
総
合
探
究

の
活
動
で
は
「
長
崎
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

２
総
合
探
究
委
員　
英
語
科　

武
井 

有
紗

修
学
旅
行
で
の
取
材
活
動
か
ら

オ
リ
ジ
ナ
ル
新
聞
作
り
へ

で
１
枚
の
紙
面
を
構

成
し
ま
す
。
限
ら
れ

た
字
数
に
ま
と
め
た

り
、
読
み
手
を
ひ
き

つ
け
る
見
出
し
や
写

真
を
選
ぶ
こ
と
の
難

し
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
記
事
と
写
真
の

デ
ー
タ
を
長
崎
新
聞

社
に
送
り
、
夏
休
み
中
に
紙
面
に
ま
と
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

5
．
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

　
　
ふ
り
か
え
り

完
成
し
た
新
聞
を
も
と
に
、
グ
ル
ー
プ

ご
と
の
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー
マ

を
選
ん
だ
理
由
や
３
つ
の
記
事
の
流
れ
、

自
分
た
ち
の
新
聞
を
通
し
て
伝
え
た
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
ぎ
ゅ
っ
と
凝
縮
し
た
プ
レ
ゼ

ン
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
自
で
半

年
間
の
活
動
を
ふ
り
か
え
る
時
間
を
持
ち

ま
し
た
。

現
地
取
材
で
は
「
現
地
の
方
に
お
話
を

伺
っ
て
初
め
て
知
っ
た
こ
と
も
沢
山
あ

り
、
ネ
ッ
ト
の
情
報
だ
け
で
は
判
断
し
き

れ
な
い
こ
と
や
ネ
ッ
ト
に
載
っ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
沢
山
知
れ
て
と
て
も
面
白
か

っ
た
」、新
聞
記
事
作
成
に
関
し
て
は
「
文

字
数
に
あ
わ
せ
て
構
成
す
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
。
事
実
と
主
張
を
区
別
し
て
書
く

こ
と
を
意
識
し
た
」「
記
事
を
作
成
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
沢
山
あ
る
伝
え
た
い
こ

と
の
中
か
ら
本
当
に
重
要
な
部
分
だ
け
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め

そ
の
部
分
が
難
し
か
っ
た
が
、
み
ん
な
で

協
力
し
て
良
い
記
事
が
書
け
た
と
思
う
」

と
い
っ
た
感
想
が
出
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
修
学
旅
行
中
に
直
接
お
話
を
伺
う
機

会
を
快
く
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
長
崎
の
皆

さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
活
動

で
の
「
気
づ
き
」
を
他
者
の
た
め
に
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
英
和
生
と
し
て
の
成

長
へ
と
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
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を
モ
ッ
ト
ー
に
社
会
科
学
の
視
点
か
ら

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

昨
今
で
は
多
く
の
企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

取
り
組
み
、
製
品
や
企
業
広
告
な
ど
に

も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ロ
ゴ
が
多
く
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ゼ
ミ
で
は
実

際
に
学
生
が
自
分
の
選
ん
だ
企
業
の
「
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
レ
ポ
ー
ト
」
を
読
み
、

経
営
戦
略
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
位
置
付

け
や
、
事
業
活
動
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関
連

付
け
の
程
度
等
を
調
べ
、
企
業
に
よ
る
取

り
組
み
の
本
気
度
を
調
べ
て
い
ま
す
。
桜

井
ゼ
ミ
で
は
、
ま
た
、
2
0
2
1
年
度

か
ら
大
学
が
連
携
協
定
を
結
ぶ
横
浜
市

緑
区
の
総
務
課
危
機
管
理
・
地
域
防
災

担
当
と
連
携
し
、
外
国
人
住
民
に
向
け

た
防
災
情
報
の
発
信
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。横

浜
市
緑
区
の

外
国
人
住
民
の
特
徴

　

　
大
学
の
所
在
す
る
横
浜
市
緑
区
に
は
、

2
0
2
2
年
5
月
現
在
、
4
，4
7
2
名

の
外
国
人
が
居
住
し
て
い
ま
す
。
外
国

際
社
会
学
科
の
桜
井
ゼ
ミ
で
は
、

「
地
に
足
つ
け
て
地
球
を
考
え
る
」

国

人
人
口
の
割
合
は
、
緑
区
全
人
口
の
約

2.4
％
。
横
浜
市
全
体
の
約
4
％
と
比
べ
る

と
そ
の
割
合
は
決
し
て
高
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
の
数
は
2
0
1
5
年
同

月
比
（
2
，8
9
8
名
）
で
約
1.5
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
緑
区
の
国
別
外
国
人
住

民
を
み
る
と
、
イ
ン
ド
が
27
・
8
％
と
最

多
で
次
い
で
中
国
（
22
・
8
%
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
横
浜
市
全
体
で
は
イ
ン
ド
人

の
割
合
は
2.9
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
緑
区

で
は
イ
ン
ド
人
の
割
合
が
顕
著
に
高
い
こ

と
が
特
徴
で
す
。
さ
ら
に
、
2
0
1
5

年
と
比
較
す
る
と
イ
ン
ド
人
人
口
が
2.6
倍

に
増
加
し
て
い
る
以
上
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

人
13
・
3
倍
、
ネ
パ
ー
ル
人
5.2
倍
、
ベ
ト

ナ
ム
人
4.0
倍
と
、
東
南
・
南
ア
ジ
ア
系
人

口
の
増
加
が
著
し
く
、
多
様
な
出
身
国
の

外
国
人
が
緑
区
に
居
住
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
事
情
を
踏
ま
え
て
、
外
国
人
住
民

の
方
へ
の
防
災
情
報
を
発
信
し
、「
誰
一

人
取
り
残
さ
れ
な
い
」
防
災
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
活
用

　

2
0
2
1
年
度
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
3

年
生
が
、
緑
区
の
防
災
マ
ッ
プ
を
通
じ
て

緑
区
の
災
害
リ
ス
ク
を
理
解
し
、
ど
の
よ

う
な
情
報
を
ど
の
言
語
で
発
信
す
る
こ
と

が
外
国
人
住
民
に
と
っ
て
役
に
立
つ
の
か
、

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
当
初
、
緑
区
か
ら

は
「
防
災
マ
ッ
プ
」
を
英
語
化
し
て
は
ど

う
か
、
と
相
談
を
受
け
ま
し
た
が
、
緑
区

か
ち
書
き
に
し
て
意
味
が
伝
わ
り
や
す

く
す
る
な
ど
、
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
の
外
国
人
住
民
の

窓
口
と
な
る
組
織
で

あ
る
「
み
ど
り
国
際

交
流
ラ
ウ
ン
ジ
」
と

も
相
談
し
、「
や
さ

し
い
日
本
語
」
を
用

い
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。「
や
さ
し
い

日
本
語
」
と
は
普
通

の
日
本
語
よ
り
も
簡

単
で
外
国
人
に
も
分

か
り
や
す
い
日
本
語

で
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
を
機
に
開
発
・

普
及
さ
れ
、
現
在
で

完
成
し
た
ガ
イ
ド
を
用
い
た

外
国
人
と
の
交
流

　

2
0
2
1
年
度
の
3
年
ゼ
ミ
生
が
中

心
と
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
ガ
イ
ド
の
ド
ラ

フ
ト
は
、
日
本
語
教
室
で
学
ぶ
外
国
人
住

民
の
方
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
い
た

だ
き
、
2
0
2
2
年
度
に
完
成
し
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
度
は
4
年
ゼ
ミ
生
か
ら
3

年
ゼ
ミ
生
へ
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
引
き
継

が
れ
、
大
学
の
留
学
生
や
近
隣
の
外
国
人

住
民
に
対
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
さ
ら
な
る
防
災
情
報
の
発
信
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
」

社
会
の
実
現
が
近
づ
く
よ
う
、
英
和
生
と

地
域
の
外
国
人
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

は
観
光
客
に
向
け
た
日
本
語
案
内
、
医

療
現
場
な
ど
多
様
な
場
で
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
が
防
災
マ
ッ
プ
を
実

際
に
読
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、「
重
要
な
こ

と
は
分
か
る
が
あ
ま
り
に
多
く
の
情
報

が
掲
載
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
マ
ッ
プ
上

で
何
層
に
も
重
な
る
情
報
を
読
み
解
き
、

十
分
理
解
す
る
こ
と
が
日
本
人
の
私
で

も
難
し
か
っ
た
」
と
の
気
づ
き
が
得
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
ガ
イ
ド
の
内
容
を
何

度
も
検
討
し
、最
終
的
に
は
地
震
の
と
き
、

大
雨
の
と
き
「
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家

族
を
守
る
た
め
に
」
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
に
つ
い
て
の
情
報
を
中
心
に
、
自
宅

周
辺
の
避
難
所
の
探
し
方
を
示
し
て
い

ま
す
。
ガ
イ
ド
は
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」

に
よ
り
漢
字
に
は
ル
ビ
が
振
ら
れ
、
文

節
の
切
れ
目
ご
と
に
余
白
を
設
け
て
分

国
際
社
会
学
部 

国
際
社
会
学
科
教
授　

桜
井 
愛
子

ガイド表紙

2022年12月10日、15名のインド人家族とガイドを用いた防災ワークショップ
を行いました

防
災
×
S
D
G
s
＝

外
国
人
住
民
へ
の
防
災
情
報

の
発
信
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調
和
し
た
里
山
と
し
て
知
ら
れ
、「
市
民

の
森
」
と
し
て
、
そ
の
保
全
と
利
活
用

が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
横
浜
校
地
開

設
に
あ
た
り
、
横
浜
市
と
の
間
で
協
定

が
結
ば
れ
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
木
々

も
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
設
時
に
植
栽
さ

れ
た
木
々
も
育
ち
、
春
の
桜
花
は
言
う

に
及
ば
ず
、
新
緑
や
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン

に
も
見
事
な
景
色
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
英
和
の
森
を
歩
く
ガ
イ
ド
と
し
て

重
宝
し
て
い
る
の
が
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
者
に
よ
り
作

成
さ
れ
た「
私
た
ち
の
学
内
名
木
20
選
」

で
す
。
手
書
き
の
マ
ッ
プ
に
「
名
木
」

の
所
在
が
記
さ
れ
て
お
り
、
選
に
漏
れ

た
10
種
と
も
合
わ
せ
て
、
こ
の
森
の
豊

か
さ
、多
様
性
が
一
目
で
見
て
取
れ
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
指
導
し
た
中
池

敏
之
先
生
は
、
学
部
の
非
常
勤
講
師
と

し
て
博
物
館
学
の
教
鞭
も
執
ら
れ
た
方

で
す
。
名
誉
教
授
の
川
崎
末
美
先
生
と

共
に
、『
英
和
の
森
の
植
物
た
ち

：

感

じ
る
、遊
ぶ
、食
べ
る
』（
2
0
1
2
年
）

浜
校
地
の
周
辺
は
、
そ
の
多
様

な
植
生
が
人
び
と
の
暮
ら
し
と

横

と
い
う
出
版
物
も
上
梓
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
池
先
生
が
描
か
れ
た
英
和
の
植
物
の

イ
ラ
ス
ト
は
と
て
も
美
し
く
、
キ
ャ
ン

パ
ス
を
散
策
し
て
花
や
子
実
を
見
つ
け

る
悦
び
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

森
の
魅
力
は
学
外
に
も
発
信
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
誌
で
も
紹
介
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
英
和
の
森
の
自
然
あ
そ
び
「
も

り
っ
こ
」
は
、
横
浜
市
の
「
み
ど
り
ア

ッ
プ
計
画
」
の
一
環
と
な
り
「
よ
こ
は

ま
森
の
楽
校
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
森
の
楽

し
み
づ
く
り
と
し
て
、「
わ
く
わ
く
造

形
あ
そ
び
」（
注
）
が
加
わ
っ
た
こ
と

も
付
け
加
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
2
0
2
2
年
、
こ
ん
な
英

和
の
森
に
は
異
変
が
目
立
ち
ま
し
た
。

そ
の
1
つ
が
全
国
的
に
も
拡
が
っ
た

「
ナ
ラ
枯
れ
」
で
、
森
林
病
害
虫
で
あ

る
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
が
媒
介
す

る
菌
に
よ
る
も
の
で
す
。
ナ
ラ
、
シ
イ
、

カ
シ
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
ド
ン
グ
リ
の
な

る
木
々
が
、
地
中
か
ら
水
を
吸
い
上
げ

る
機
能
を
阻
害
さ
れ
、
立
ち
枯
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
学
生
や
教
職
員
の
目
に
つ

く
も
の
だ
け
で
も
、
正
門
脇
、
チ
ャ
ペ

ル
向
か
い
な
ど
の
見
事
な
木
々
が
褐
変

し
、
や
む
な
く
切
り
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

病
害
虫
に
よ
る
枯
死
は
、
決
し
て
珍

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。以
前
に
も
、

大
き
く
育
っ
た
サ
ト
ウ
カ
エ
デ
が
カ
ミ

キ
リ
ム
シ
に
よ
る
被
害
で
弱
り
、
暴
風

で
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
気
に
な
る

の
は
「
犯
人
」
が
外
来
生
物
で
あ
る
可
能

性
が
払
拭
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
保
育
子

ど
も
学
科
の
山
下
久
美
先
生
も
「
チ
ャ
ペ

ル
週
報
」（
N
o
・ 

2
0
2
2-

2
1
）

に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス

で
よ
く
見
か
け
る
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の

在
来
種
に
よ
る
被
害
と
ば
か
り
は
言
い
切

れ
な
い
よ
う
で
す
。

　

植
生
に
見
ら
れ
る
異
変
は
、
生
態
系

の
変
化
と
も
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大学・大学院

国
際
社
会
学
部 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
教
授

望
月 
克
哉

根方を伐採し、切り株には感染防止のため燻蒸が施された／
画像提供：石井造園（株）

高所作業で枯れた枝や幹を伐採した上、重機で降ろす／
画像提供：石井造園（株）

英
和
の
森
を

守
り
継
ぐ
た
め
に

次
の
夏
、
か
つ
て
は
西
南
日
本
に
し
か

い
な
か
っ
た
ク
マ
ゼ
ミ
の
声
が
英
和
の

森
に
響
か
な
い
と
も
限
ら
な
い
の
で
す
。

し
の
び
よ
る
影
に
目
を
つ
ぶ
り
、
耳
を

ふ
さ
い
で
い
る
う
ち
に
、
そ
れ
ま
で
保

た
れ
て
い
た
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

元
に
は
戻
せ
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
で
に
英
和
の

森
の
様
相
に
は
、
危
険
な
兆
候
が
窺
え

る
と
言
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

上
述
し
た
中
池
先
生
は
、
常
々
、
英

和
の
森
を
守
る
意
義
を
語
り
、
そ
の
た

め
に
「
森
林
憲
章
」
を
制
定
す
る
こ
と

を
勧
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
憲
章
と

い
う
と
大
袈
裟
な
感
じ
な
の
で
、
守
る

べ
き
「
お
き
て
」
を
定
め
る
こ
と
、
と

言
い
換
え
ま
し
ょ
う
。
冒
頭
で
ふ
れ

た
「
市
民
の
森
」
に
な
ら
え
ば
、
保
全

の
原
則
と
利
活
用
の
ル
ー
ル
を
制
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
他

人
事
と
感
じ
る
向
き
は
あ
る
で
し
ょ
う
。

敢
え
て
流
行
の
フ
レ
ー
ズ
を
用
い
る
な

ら
、
英
和
の
森
の
持
続
可
能
性
を
謳
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

英
和
の
森
に
生
じ
て
い
る
異
変
を
座

視
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
見
据
え
て

対
処
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
何

よ
り
も
近
く
で
見
守
る
こ
と
か
ら
始
め

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
注
）

　
令
和
４
年
度 

市
民
が
森
に
関
わ
る
き
っ
か
け
づ

く
り
事
業 

森
の
楽
し
み
づ
く
り
「
よ
う
こ
そ
英
和

の
森
へ
！
緑
い
っ
ぱ
い

わ
く
わ
く
造
形
あ
そ
び
」
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こ
え
て
き
ま
す
。
1
年
生
は
そ
ら
豆
の
、

2
年
生
は
と
う
も
ろ
こ
し
の
皮
む
き
を

体
験
し
、
児
童
が
給
食
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
体
験
を
し
た
子
ど
も
た
ち
の
誇

ら
し
げ
な
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

5
年
生
は
初
め
て
田
植
え
と
稲
刈
り
を

体
験
（
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
大
井
町
に

て
）
し
、
日
本
の
農
業
、
食
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
携
わ
る
人
々
へ
の
感
謝
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
田
植
え
の
後
の

小
学
部
と
S
D
G
s

小
学
部
教
諭　

馬
渕 

智
子

小
学
部
教
諭　

髙
田 

直
樹

むいてもむいてもまだ終わらない！
茹でたとうもろこしは、ほんのり甘い味でした

校庭の枯れ葉で作る焼き芋はやさしい味でした

強くて輝いていて、すてきだった

初めての手話。優しい心遣いを学びました。お友だちとも仲よくできるかな

給
食
で
は
、
一
粒
残
さ
ず
ご
は
ん
を
食

べ
る
よ
う
に
な
り
、
意
識
の
変
化
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

小
さ
い
か
ご
活
動
と
は
、
敬
神
奉
仕

の
具
現
化
（
隣
人
に
つ
い
て
考
え
、
学
ぶ
。

行
い
を
も
っ
て
、
隣
人
へ
の
愛
を
示
す
）

を
目
指
し
て
毎
年
各
学
年
で
行
っ
て
い
る

活
動
で
す
。

1
年
生
は
手
話
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

聞
こ
え
な
い
こ
と
と
は
？
か
ら
始
ま
り
、

実
際
に
簡
単
な
手
話
も
や
っ
て
み
ま
し
た
。

耳
が
聞
こ
え
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、手
話
だ
け
で
は
な
く
、「
お

手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
」「
私
に
で
き
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」
な
ど
の
、
さ
り
げ

な
い
心
配
り
、
優
し
い
心
遣
い
が
大
切
だ

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
互
い
を

思
い
や
る
こ
と
は
、
毎
日
の
お
友
だ
ち
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
る
、

大
切
な
学
び
と
な
り
ま
し
た
。

4
年
生
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
携
わ
っ
て
い
ら
し
た
卒
業

生
の
早
川
優
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
多
様

性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
卓
球
の
岩
淵
幸
洋
選
手
（
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
旗
手
を
務
め
ま

し
た
）
や
、
陸
上
メ
ダ
リ
ス
ト
の
永
尾
由

美
選
手
を
お
招
き
し
、
講
演
と
交
流
を
行

い
ま
し
た
。「S

hare Y
our Light 

〜
あ

な
た
は
き
っ
と
だ
れ
か
の
光
だ
〜
」
と
い

う
言
葉
が
印
象
的
で
、
子
ど
も
た
ち
の
心

に
光
を
射
し
て
く
れ
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
は
、
大
学
の
企
画
し
た

コ
ー
ヒ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
小
学
部
で

何
が
で
き
る
か
を
検
討
し
、
6
年
生
で

カ
ー
ド
作
成
、
コ
ー
ヒ
ー
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
、

培
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
確
か
に
私
た
ち
は
不
安
や
怖
れ
に

押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

同
時
に
今
ま
で
当
た
り
前
に
思
っ
て
い
た

豊
か
な
物
資
、
学
び
の
機
会
、
そ
し
て
健

康
で
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
の
有
難
さ

や
喜
び
に
、
改
め
て
気
づ
け
た
と
い
え
ま

す
。
そ
れ
こ
そ
が
、「
真
の
豊
か
さ
」
へ

の
主
体
的
な
気
づ
き
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
意
識
改
革
の
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。　

　

学
年
や
そ
の
年
に
よ
っ
て
特
徴
的
な

体
験
を
し
ま
す
。
2
年
生
の
焼
き
芋
体

験
で
は
、
自
分
た
ち
が
掘
っ
た
さ
つ
ま

い
も
を
、
校
庭
の
枯
れ
葉
（
時
に
は
子

ど
も
た
ち
が
休
み
時
間
に
拾
い
集
め
る

お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
す
）
を
利
用

し
て
行
い
ま
す
。
銀
紙
で
包
ん
だ
さ
つ

ま
い
も
を
枯
れ
葉
の
中
に
投
げ
入
れ
、

で
き
あ
が
っ
た
ホ
ク
ホ
ク
の
焼
き
芋
を

お
友
だ
ち
み
ん
な
と
食
べ
る
と
き
、
自

然
の
恵
み
や
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
っ

た
用
務
員
の
方
々
へ
の
感
謝
の
声
が
聞

学
部
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関
係
は
、

日
々
の
学
び
の
中
で
ご
く
自
然
に

小食
育

小
さ
い
か
ご
活
動
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5
、
6
年
生
は
韓
国
の
梨
花
女
子
大

学
附
属
初
等
学
校
（E

w
h
a

）
と
の
国

際
交
流
を
長
く
続
け
て
お
り
、
よ
い
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
小
学
部
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
学
校
生
活
と
共
に
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
は
感
謝
を
軸
に
、
平
和
で
豊
か
な
生

活
へ
向
か
っ
て
日
々
歩
ん
で
い
ま
す
。

委
員
会
活
動
を
通
し
て
、
リ
サ
イ
ク

ル
ボ
ッ
ク
ス
（
学
級
）、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
集
め
、
給
食
ゴ
ミ
の
か
さ

減
ら
し
な
ど
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

員
会
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
全
校
へ

の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

小学部

そ
の
後
6
年
生
有
志
で
ポ
ス
タ
ー
作
成
し
、

小
学
部
内
で
の
ワ
ン
コ
イ
ン
販
売
を
5
、

6
年
生
対
象
に
2
日
間
行
い
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
度
も
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馬
渕 

智
子
）

6
年
生
は
、
2
0
2
2
年
10
月
に

ア
サ
ヒ
飲
料
の
方
々
を
お
招
き
し
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
出
張
授
業
を
経
験
し
ま
し

た
。
各
国
の
子
ど
も
た
ち
の
水
に
対
す
る

価
値
観
の
違
い
に
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

は
驚
い
て
い
ま
し
た
。
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー

ス
を
使
っ
た
ろ
過
実
験
な
ど
を
通
じ
て
、

水
の
大
切
さ
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
11
月
に
は
、
卒
業
生
で
長
く
国
連
で

活
動
さ
れ
て
い
る
丸
田
容
子
さ
ん
を
お
迎

え
し
て
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

世
界
に
約
7
億
人
い
る
貧
困
者
の
7
割
が

女
性
で
あ
る
こ
と
、
1
日
に
妊
娠
や
出
産

が
原
因
で
8
0
0
人
も
の
人
が
亡
く
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
加
え
、
世
界
に
は

貧
困
や
戦
争
な
ど
の
他
に
も
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
が
理
由
で
起
き
て
い
る
課
題
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
解
決
し
、
よ
り

良
い
世
界
を
創
る
た
め
にU

N

 W
o
m
e
n

（
国
連
女
性
機
関
）
で
10
年
間
奉
職
し
、

今
も
日
本
を
拠
点
に
活
動
さ
れ
て
い
る
丸

田
さ
ん
の
お
話
に
、
子
ど
も
た
ち
は
大
変

興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

世
界
が
抱
え
て
い
る
課
題
、
国
連
で
働

く
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
、
仕
事
の
内
容
、

ご
自
身
の
学
生
時
代
の
経
験
を
お
話
し
て

く
だ
さ
る
中
で
、
決
し
て
身
近
と
は
言
え

な
い
、「
国
連
」
と
い
う
世
界
の
舞
台
で

働
く
こ
と
が
、
小
学
部
の
先
輩
が
語
る
言

葉
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
身
近
に
な
っ
て

い
く
よ
う
で
し
た
。

最
後
に
、「
大
人
に
な
っ
た
際
に
目
の

当
た
り
に
す
る
で
あ
ろ
う
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
や
ガ
ラ
ス
の
天
井
と

い
っ
た
障
壁
に
負
け
ず
に
、
女
性
で
あ
る

こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
強
く
生
き
て
ほ
し

い
。
1
つ
で
も
い
い
か
ら
、
こ
れ
な
ら
私

は
誰
に
も
負
け
な
い
と
い
う
も
の
を
見
つ

け
て
自
信
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
素
敵

私たち、水を大切にします！

一つずつ丁寧にたたんで、給食ゴミのかさを減らします SDGs～わたしたちにできること～

6年生は医療従事者の方たちへ感謝の気持ちを込めて手作りの
ティッシュボックスを贈りました

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
今
、

み
ん
な
が
い
る
東
洋
英
和
は
グ
ロ
ー
バ
ル

な
人
材
を
育
て
る
た
め
の
好
条
件
が
揃
っ

て
い
る
教
育
機
関
な
の
で
す
よ
」
と
の
励

ま
し
の
言
葉
で
講
演
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、

国
連
で
働
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
の
よ

う
に
自
分
の
夢
を
目
標
に
し
て
い
く
の
か

な
ど
、
有
意
義
な
質
疑
の
機
会
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
国
際
的
な
舞
台
で
聖

書
の
言
葉
を
実
践
さ
れ
て
い
る
丸
田
さ
ん

の
生
き
方
に
触
れ
た
、
子
ど
も
た
ち
の
こ

れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。   （
髙
田 

直
樹
）

委
員
会

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

「これなら私は誰にも負けないというものを見つけて
自信にしてほしい」（丸田容子さん）
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感
じ
る
頃
の
こ
と
で
し
た
。
砂
場
で
掘
っ

た
大
き
な
穴
に
、
橋
の
よ
う
に
梯
子
を
渡

そ
う
と
し
た
年
長
組
の
子
ど
も
が
、「
あ

れ
、
梯
子
が
壊
れ
て
い
る
」
と
言
い
ま
し

た
。
そ
の
梯
子
は
数
年
前
に
子
ど
も
た
ち

が
木
材
で
手
作
り
し
た
6
段
梯
子
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
段
の
板
に
6
か
所
ほ
ど
釘
が
打

っ
て
あ
り
ま
す
。
よ
く
見
て
み
る
と
、
3

段
目
の
1
本
の
釘
が
板
か
ら
飛
び
出
て
抜

け
か
か
っ
て
お
り
、
残
り
の
5
本
の
釘
も

釘
穴
が
緩
く
な
っ
て
板
が
外
れ
そ
う
で
し

た
。
近
く
に
い
た
教
師
と
一
緒
に
木
工
を

す
る
コ
ー
ナ
ー
ま
で
運
び
、
地
面
に
そ
っ

と
梯
子
を
置
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
周
り

に
い
た
年
長
組
の
子
ど
も
た
ち
も
2
、
3

人
や
っ
て
き
て
、「
他
の
と
こ
ろ
は
ど
う
だ

ろ
う
」「
あ
、
こ
こ
も
釘
が
と
れ
そ
う
だ
か

ら
修
理
し
よ
う
」
と
梯
子
を
じ
っ
く
り
と

見
て
、
触
っ
て
点
検
し
ま
し
た
。「
ど
う
や

っ
て
修
理
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
教
師
が
聞

い
て
み
る
と
、「
釘
抜
き
で
抜
い
て
、
新
し

い
釘
を
打
ち
直
す
の
が
い
い
か
も
し
れ
な

い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
板
か
ら
飛
び
出
て
抜
け
か

さ
が
少
し
ず
つ
和
ら
い
で
園
庭

の
金
木
犀
が
香
り
、
秋
の
訪
れ
を

暑 物
を
大
切
に
す
る
心
を

子
ど
も
た
ち
と
共
に

か
っ
た
1
本
の
釘
は
、
錆
び
つ
い
て
硬
く

な
り
、
2
、
3
人
の
子
ど
も
た
ち
が
釘
抜

き
で
抜
こ
う
と
し
て
も
全
く
抜
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
り
の
釘
は
釘
穴

が
緩
く
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
板
を

持
ち
上
げ
た
だ
け
で
簡
単
に
抜
け
ま
し
た
。

「
こ
の
ま
ま
打
っ
て
も
ま
た
壊
れ
て
危
な
い

ね
」「
そ
れ
な
ら
、
新
し
い
木
を
付
け
直
す

こ
と
に
し
よ
う
」
と
子
ど
も
た
ち
は
相
談

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
梯
子
の
厚
さ
に
近

い
木
材
を
大
工
室
か
ら
見
つ
け
出
し
、
鋸

で
梯
子
の
3
段
目
の
板
と
同
じ
長
さ
に
切

り
、
ヤ
ス
リ
を
か
け
ま
し
た
。
修
理
の
工

程
が
増
え
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
長

い
木
材
を
切
る
こ
と
や
木
目
に
そ
っ
て
ヤ

ス
リ
を
か
け
る
と
木
材
が
ざ
ら
つ
か
な
い

こ
と
に
気
付
い
て
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で

し
た
。
さ
ら
に
切
っ
た
板
に
絵
の
具
と
ニ
ス

を
塗
っ
て
、
乾
く
の
を
待
ち
ま
し
た
。
最

後
は
乾
い
た
板
を
梯
子
に
釘
打
ち
し
、
2
、

3
日
か
け
て
そ
の
修
理
は
終
わ
り
ま
し
た
。

今
で
も
そ
の
梯
子
は
、
砂
場
の
穴
に
渡
し

た
り
、
桃
の
木
や
高
い
と
こ
ろ
に
上
り
た

い
時
に
立
て
か
け
て
使
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
と
の
修
理
の

や
り
取
り
は
遊
び
の
中
で
日
常
的
に
起
こ

り
ま
す
。
庭
の
遊
び
で
使
っ
て
い
る
木
の

梯
子
や
机
は
、
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
が

手
作
り
し
た
も
の
が
多
く
、
何
年
も
大

切
に
使
っ
て
い
ま
す
。
長
く
使
っ
て
い
る

と
、
釘
穴
が
緩
く
な
っ
た
り
、
木
が
朽
ち

て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
他
の
玩
具

や
楽
器
も
長
年
大
切
に
使
っ
て
い
ま
す
が
、

壊
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
安
全

面
を
考
慮
し
て
教
師
が
修
理
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
と
ど
う
や
っ

て
直
せ
る
か
・
ど
う
し
た
ら
壊
れ
ず
に
使

う
こ
と
が
で
き
る
か
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

不
用
な
も
の
を
す
ぐ
に
捨
て
る
の
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
で
修
理
し
、
工
夫
し
て
使

う
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

そ
の
役
目
を
終
え
た
物
の
次
の
使
い
道

を
考
え
、
幼
稚
園
の
遊
び
や
生
活
の
中

で
生
か
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
父
様
が

着
な
く
な
っ
た
古
い
Ｙ
シ
ャ
ツ
の
後
ろ
側

を
前
に
し
て
、
背
中
の
方
で
ボ
タ
ン
を
と

め
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
膝
あ
た
り
ま
で

覆
わ
れ
た
大
き
な
ス
モ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ス
モ
ッ
ク
を
着

て
、
絵
の
具
や
フ
ィ

ン
ガ
ー
ペ
イ
ン
ト
を

楽
し
み
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
幼

稚
園
の
教
材
室
に
は
、

牛
乳
瓶
の
紙
の
丸
い

蓋
・
使
い
古
し
た
台

所
の
大
鍋
・
プ
リ
ン

担
任　

宮
坂 
里
奈

どうやって修理しようかな

私のお父さんが着ていたＹシャツかもしれない

東洋英和幼稚園

等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
容
器
・
お
菓
子
の

空
き
箱
・
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
・
段
ボ
ー
ル
・

花
束
の
包
み
紙
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
物
が

引
き
出
し
の
中
で
出
番
を
待
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
段
ボ
ー
ル
箱
を
切
っ
て
電
車
や

家
に
し
て
遊
ん
だ
り
、
空
き
箱
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
容
器
の
中
に
石
や
拾
っ
た
物
を

入
れ
て
楽
器
に
し
た
り
、
穴
を
あ
け
て
虫

か
ご
に
し
た
り
し
て
使
い
ま
す
。
一
見
大

人
に
と
っ
て
は
不
用
な
物
も
、
子
ど
も
た

ち
は
ま
ま
ご
と
や
制
作
の
材
料
に
し
た
り
、

何
か
に
見
立
て
た
り
、
ど
ん
な
物
で
も
工

夫
を
し
て
、
遊
び
に
変
え
て
し
ま
う
創
造

力
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
子

ど
も
た
ち
の
生
活
を
知
っ
て
、周
り
の
方
々

が
木
材
や
道
具
、
紙
を
届
け
て
く
だ
さ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
新
聞
紙
は
遊
び

だ
け
で
は
な
く
、
上
履
き
や
外
履
き
を
持

ち
帰
る
時
に
も
活
躍
し
ま
す
。
袋
に
入
れ

て
し
ま
え
ば
す
ぐ
に
終
わ
る
作
業
で
す
が
、

新
聞
紙
に
包
み
輪
ゴ
ム
で
止
め
る
と
い
う

あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
作
業
も
経
験
す
る

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
使
い
道
に
気
づ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
は
、
物
を
工
夫
し
て
長
く

使
う
生
活
を
経
験
し
、
自
分
が
使
っ
た
物

や
周
り
の
物
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
身
に

着
け
て
い
き
ま
す
。
た
や
す
く
買
い
替
え

る
こ
と
が
で
き
る
時
代
で
す
が
、
小
さ
な

こ
と
で
も
地
球
環
境
の
保
全
に
繋
が
る
こ

と
を
心
掛
け
な
が
ら
過
ご
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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ポ
ス
ト
（
堆
肥
を
つ
く
る
容
器
）
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
3
歳
児
・
4
歳
児
の
子
ど
も
た
ち

は
、
5
歳
児
が
テ
ラ
ス
で
本
物
の
台
所

道
具
を
使
っ
て
料
理
を
す
る
姿
や
片
付

け
の
様
子
を
よ
く
見
て
憧
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
4
月
、
5
歳
児
ク
ラ
ス
に

進
級
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
時
が
来

た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
家
か
ら
人
参
や
大
根
の
端
っ
こ
や

果
物
の
皮
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
レ
タ
ス
の
外
側

の
葉
っ
ぱ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
茎
等
を
持

っ
て
来
て
、
ま
な
板
の
上
で
包
丁
を
使
っ

て
切
っ
た
り
、
す
り
鉢
と
す
り
こ
ぎ
で
つ

ぶ
し
た
り
し
て
ス
ー
プ
や
サ
ラ
ダ
や
デ
ザ

ー
ト
を
作
り
ま
す
。
そ
し
て
遊
び
終
わ
っ

た
後
は
、
使
っ
た
野
菜
く
ず
や
果
物
の
皮

を
集
め
、
庭
の
コ
ン
ポ
ス
ト
に
捨
て
に
行

き
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
、
片
付
け
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
畑
の
世
話
は
5
歳
児
が
中
心
と
な
っ
て

し
て
い
る
た
め
、
毎
年
3
月
に
な
る
と
1

年
生
に
な
る
子
ど
も
か
ら
次
の
5
歳
児

に
「
畑
を
よ
ろ
し
く
ね
」
と
伝
え
ら
れ
て

え
で
幼
稚
園
で
は
、
十
数
年
前
か

ら
園
庭
の
小
さ
な
畑
の
脇
に
コ
ン

か 子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

「
コ
ン
ポ
ス
ト
」
の
意
味
を

考
え
て

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
保
育
者

と
一
緒
に
耕
し
た
り
、
肥
料
を
混
ぜ
た
り
、

畝
を
つ
く
っ
た
り
と
、
季
節
に
あ
わ
せ
て

の
畑
仕
事
を
し
ま
す
。
じ
ゃ
が
い
も
や
さ

つ
ま
い
も
、
葉
も
の
や
豆
類
、
ま
た
年
に

よ
っ
て
は
ト
マ
ト
や
オ
ク
ラ
や
ピ
ー
マ
ン

等
も
育
て
ま
す
。
育
て
て
い
る
野
菜
が
大

き
く
な
っ
て
く
る
と
、「
大
き
く
な
っ
て

る
〜
」「
早
く
食
べ
た
い
な
」
と
成
長
を

喜
び
、
収
穫
を
楽
し
み
に
し
ま
す
。
収
穫

し
た
も
の
を
料
理
し
て
食
べ
ら
れ
る
こ
と

は
嬉
し
い
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
と
保
育

者
が
と
も
に
季
節
の
恵
み
を
感
じ
な
が
ら
、

感
謝
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
の
秋
、
5
歳
児
の
子
ど

も
た
ち
と
、
こ
れ
ま
で
あ
た
り
ま
え
の
よ

う
に
片
付
け
の
一
部
と
し
て
き
た
「
コ
ン

ポ
ス
ト
に
捨
て
る
こ
と
」
に
つ
い
て
、
あ

ら
た
め
て
考
え
る
時
を
も
ち
ま
し
た
。
私

は
子
ど
も
た
ち
に
、「
な
ぜ
テ
ラ
ス
で
使
っ

た
野
菜
く
ず
や
果
物
の
皮
を
コ
ン
ポ
ス

ト
に
捨
て
る
の
か
し
ら
？
紙
の
ゴ
ミ
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
で
し
ょ
。

コ
ン
ポ
ス
ト
に
捨
て
る
こ
と
と
ゴ
ミ
箱

に
捨
て
る
こ
と
と
は
何
が
違
う
の
か
し

ら
？
」
と
問
い
か
け
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、「
う
ー
ん
」
と
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え

て
い
ま
し
た
。
や
が
て
、「
そ
の
野
菜
と

果
物
の
ゴ
ミ
が
土
を
良
い
土
に
す
る
の
だ

と
思
う
」「
コ
ン
ポ
ス
ト
の
中
で
小
さ
な

生
き
物
た
ち
が
は
た
ら
く
っ
て
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
け
ど
…
…
」「
良
い
土
が
で
き
て
、

畑
で
野
菜
が
育
つ
よ
う
に
な
る
の
か
な

あ
？
」「
小
さ
な
生
き
物
た
ち
が
そ
の
野

菜
や
果
物
の
皮
を
食
べ
て
、
う
ん
ち
を
し

て
そ
れ
が
栄
養
に
な
る
か
ら
だ
と
思
う
」

「
野
菜
と
果
物
の
皮
に
は
栄
養
が
あ
る
か

ら
コ
ン
ポ
ス
ト
に
捨
て
て
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

や
紙
の
ゴ
ミ
は
栄
養
に
な
ら
な
い
か
ら
ゴ

ミ
箱
に
捨
て
る
の
だ
と
思
う
」「
燃
や
す

ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め
に
コ
ン
ポ
ス
ト
に
捨

て
る
の
か
な
」
等
と
、
自
分
の
考
え
た
こ

と
や
思
っ
た
こ
と
を
話
し
は
じ
め
ま
し
た
。

私
は
子
ど
も
た
ち
の
考
え
た
こ
と
を
聞
き

と
め
、
そ
れ
か
ら
「
そ
う
ね
え
…
…
私
が

知
っ
て
い
る
こ
と
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
中

で
、
小
さ
な
生
き
物
が
働
い
て
、
野
菜
や

果
物
の
皮
を
腐
ら
せ
て
、
そ
れ
が
栄
養
に

な
っ
て
土
に
し
み
こ
み
、
や
が
て
良
い
土

に
し
て
い
く
っ
て
こ
と
。
そ
し
て
、
良
い

土
が
で
き
る
と
、
野
菜
や
果
物
が
育
て
ら

れ
て
、
私
た
ち
が
そ
れ
を
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
の
ね
」
と
伝
え
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
「
う
ん
、
う

ん
」
と
頷
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
、「
み

ん
な
が
お
家
か
ら
持
っ
て
く
る
野
菜
く
ず

が
、
私
た
ち
に
料
理
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

て
、
そ
れ
か
ら
コ
ン
ポ
ス
ト
に
捨
て
ら
れ

て
、
土
の
栄
養
に
な
り
、
ま
た
野
菜
を
育

て
る
っ
て
、
ず
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
な
の
よ
ね
。
す
ご
い
こ
と
ね
」
と
こ
と

ば
を
加
え
ま
し
た
。

　
代
々
ず
っ
と
継
承
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

が
習
慣
に
し
て
い
た
こ
と
の
意
味
を
、
あ

ら
た
め
て
考
え
合
え
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

な
ん
と
な
く
わ
か
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち

担
任　

吉
岡 
智
春

コンポストに野菜くずを捨てる子どもたち テラスでままごとをする子ども

大学付属かえで幼稚園

も
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
に
「
な
ぜ
な
の

か
？
」
を
考
え
、「
不
思
議
だ
な
あ
」
と

思
い
、「
そ
う
な
の
か
」
と
受
け
止
め
た

子
ど
も
た
ち
も
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、

い
の
ち
の
一
巡
や
、
い
の
ち
の
つ
な
が
り
、

環
境
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
、

こ
の
活
動
を
く
ら
し
の
一
部
と
し
て
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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Cartmell’s Prayer
［ 宗教教育委員会］

大学・大学院のキリスト教教育
創立以来、東洋英和女学院が大事にしてきたキリスト教教育。

前号の中高部に続き、今号では大学・大学院のキリスト教教育と活動をご紹介します。

神と人とを愛し、感謝に生きる強くて優しい学生の育成をめざして

日々の礼拝

礼拝奏楽を担当する学生オルガニストの養成も行っています

2022年度より、対面礼拝を再開

学生による賛美礼拝が行われることもあります

大学のキリスト教教育の根底を支えるものとして、礼拝が大切に守
られています。コロナ禍により 2020年度・2021年度は完全オ
ンライン、2022年度より対面とオンラインを併用したハイブリッ
ド型で礼拝を行ってきました。説教・奏楽・動画編集・週報短文執筆・
礼拝堂の環境整備を教職員が役割分担し、2022年度からは学生に
よる奏楽も再開しました。学生が礼拝を通して神様や聖書の言葉と
出会い、自分自身と向き合ったり、不安定な日々の中でホッとできる、
そのような時間を過ごしてもらいたいとの祈りと願いも込められて
います。また、礼拝後やその他の時間で伊勢田学院宗教部長主催の
「カートメル・カフェ」が開かれ、礼拝のこと、キリスト教のこと、
日常のことを気軽に話せる場を対面やオンラインで設けています。
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アドヴェント点灯式での学生によるページェント

イースター礼拝のあとにはイースターエッグ
をプレゼント

コロナ禍以前、多くの出席者が礼拝堂に集ったクリスマス礼拝

2021年度はオンラインで学院創立記念礼拝を実施
（2022年度は対面で実施）

クリスマスの時期にキャンパスを彩る
リースやクランツは学院同窓生作

特別礼拝
日常の礼拝以外にも大学ではさまざまな礼拝が行
われています。4月のイースター礼拝、11月の学
院創立記念礼拝にアドヴェント点灯式、12月のク
リスマス礼拝、3月の卒業礼拝などです。学生は
出席者としてのみではなく、時には賛美奉献・聖
書朗読・ページェント・装飾などの奉仕者として
も関わりを持ちます。このことがキリスト教に触
れる良い機会にもなっています。コロナ禍におい
ても状況を見極めつつ、「学生が携わる」というこ
とを大切にしながら企画・実施がされています。

上／オンライン授業「キリスト教概論」の一
コマ。大学で初めてキリスト教に触れる学生
がいることも意識した授業内容
右／対面授業「キリスト教思想史」の一コマ。
「キリスト教思想史に見られるエコロジーと
フェミニズム」がテーマ キリスト教形式で行われる入学式・学位授与式

授業におけるキリスト教教育 大学院でのキリスト教教育
必修科目の「キリスト教概論Ⅰ」は 1年生、「キリスト教概論Ⅱ」は
2年生が受講します。大学で初めてキリスト教に触れる学生が多く、
「キリスト教概論Ⅰ」では、キリスト教とはなにかを聖書を中心に学
びます。実際に御言葉に触れる昼休みの礼拝に出席することを奨め
ています。「キリスト教概論Ⅱ」では、東洋英和女学院の「敬神奉仕」
すなわち、「神を愛し、隣人を愛する」をテーマに、キリスト教の
倫理観を学び、これからの自分の生き方を問い、考える機会を提供
しています。この他にも「キリスト教思想史」「キリスト教と平和」
「キリスト教保育」「キリスト教人間形成論」など、各自の関心や目
指す分野によって選択できる科目があります。

大学院でも入学式・学位授与式を礼拝形式で行っています。キリス
ト教関連科目も開講されています。「キリスト教思想特論」を受講
した 2名の院生の言葉を紹介します。「大学院でキリスト教を学ぶ
ことは国際社会における世界平和など現代のさまざまな問題を解決
する、新たな価値や多様な視座を与えてくれる。」「16世紀に当時
の権威に立ち向かった女性宗教改革者グルムバッハについて学び、
自分の研究テーマと重ね考えることにより思考が深まるものを感じ、
興奮した。大学院のキリスト教の学びから、「本当の勉学の面白さ」
に気づかされた経験となった。」授業ではディスカッションを通して、
キリスト教思想への理解をより深めています。
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す
る
こ
と
に
な
っ
た
発
端
は
何
で
す
か
？

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
等
に
よ
り
ヒ
ト
や

モ
ノ
の
流
れ
が
制
限
さ
れ
世
界
的
な
危
機

が
影
響
を
及
ぼ
す
中
、
S
D
G
s
へ
の
理

解
を
通
じ
て
今
こ
そ
世
界
を
近
く
感
じ
て

ほ
し
い
と
考
え
、
本
学
の
先
生
方
か
ら
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
こ
の
一
冊
を
書
く
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
経
済
活
動
と
人
間

社
会
、
そ
し
て
地
球
環
境
と
い
う
持
続
可

能
な
開
発
を
支
え
る
3
つ
の
側
面
か
ら
、

直
面
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
を
構
造
的

に
理
解
で
き
る
よ
う
、
社
会
学
、
政
治
学
、

経
済
学
、
歴
史
学
な
ど
社
会
科
学
の
専
門

家
が
身
近
な
課
題
を
例
に
平
易
な
文
章
で

解
説
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
本
学
と

S
D
G
s
を
通
じ
て
す
で
に
協
力
関
係
に

あ
る
学
院
高
等
部
、
日
本
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
コ
ー
ヒ
ー
協
会
、
横
浜
市
水
道
局
等
に

も
寄
稿
を
お
願
い
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
通
じ
た
S
D
G
s
の
実
践
に
つ
い
て

も
紹
介
し
て
い
ま
す
（
桜
井
）。

―
S
D
G
s
の
推
進
に
は
何
が
必
要
と
思

い
ま
す
か
？

日
本
で
は
S
D
G
s
と
い
え
ば
環
境

保
全
と
エ
コ
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
S
D
G
s
の
目
標

を
一
つ
一
つ
見
て
い
け
ば
わ
か
る
通
り
、

そ
こ
に
は
教
育
改
善
や
貧
困
対
策
、
消
費

者
と
し
て
の
意
識
改
革
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

―『
社
会
科
学
か
ら
み
る
S
D
G
s
』（
小

鳥
遊
書
房
、
2
0
2
2
）
を
執
筆
・
出
版

考
え
方
の
再
検
討
な
ど
、
社
会
の
幅
広

い
課
題
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
す
。
私
た
ち
は
ま
ず
、
個
人
と

世
界
が
、
ま
た
地
域
社
会
と
国
際
社
会

が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
の
想
像
力
を

醸
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

に
働
く
の
が
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

と
い
う
S
D
G
s
の
基
本
理
念
で
す
。

S
D
G
s
は
非
現
実
的
な
夢
物
語
を
書

い
た
も
の
、
な
ど
と
よ
く
批
判
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
己
責
任
論
に
と
ら
わ
れ
て

い
る
と
そ
う
見
え
ま
す
ね
。
し
か
し
、

弱
者
の
切
り
捨
て
は
回
り
ま
わ
っ
て
強

者
と
思
っ
て
い
る
人
を
脅
か
し
、
地
球

環
境
ま
で
変
容
さ
せ
ま
す
。
ま
ず
は
そ

の
あ
た
り
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
平
体
）

―
本
学
院
で
学
ぶ
児
童
・
生
徒
・
学
生
に

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

S
D
G
s
の
理
念
は
、
大
学
の
英
和

ス
ピ
リ
ッ
ツ
「
誰
か
の
た
め
に
、
ま
ず

私
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
」
に
共
鳴
し
ま

す
。
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

一
個
を
、
ど
れ
を
選
ぼ
う
と
い
う
よ
う

な
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
S
D
G
s
を

推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
具
体
的

な
行
動
の
ヒ
ン
ト
は
こ
の
１
冊
に
沢
山

書
か
れ
て
い
ま
す
。（
平
体
）（
桜
井
）

持続可能な世界を求める社会科学者たち

Aiko Sakurai
Yumi Hiratai

教員紹介

▶▶▶ 学生からのメッセージ

国際社会学部
国際コミュニケーション学科 3 年

（左）岡本 菜奈さん
国際社会学部
国際社会学科 3 年

（右）井上 優香さん　

この本を通じ、持続可能な将来を実
現するために私たちが行動を起こす
必要性を学びました。コーヒーのサ
プライチェーンや気候変動がコー
ヒーの生産に与える影響を学ぶこと
で、日本の消費者である私たちが
コーヒー産地や生産者を知り、産地
を支える活動を行っているコーヒー
を選んで買うことが大切であること
に気づきました。

大学

国際社会学部
国際社会学科

桜井 愛子 教授（写真左）
「災害にレジリエントな学校づくり」をテー
マに日本や世界各地の学校と地域連携のあ
り方を研究中。学術博士（神戸大）。

国際社会学部
国際コミュニケーション学科

平体 由美 教授（写真右）
20世紀初頭アメリカ南部の公衆衛生対策
を研究中。学術博士（国際基督教大）。
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立
国
会
図
書
館
見
学
で
す
。
先
人
の
築
い

た
知
の
偉
大
さ
、
知
を
蓄
積
し
社
会
に
活

か
す
こ
と
の
意
義
を
強
く
感
じ
、
図
書
館

で
働
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
大
学
で
は
図
書
館
・
情
報
学
を
専
攻

し
ま
し
た
。
学
校
図
書
館
の
居
場
所
機
能

に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
中
で
、
子
ど
も
の
学

校
生
活
に
寄
り
添
い
な
が
ら
よ
り
良
い
図

書
館
環
境
を
作
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
志
望
を
司
書
教
諭
に
絞
り
ま
し
た
。

　
着
任
後
最
初
の
始
業
礼
拝
で
年
間
聖
句

（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
8
章
32
節
）
と

の
関
わ
り
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
の
「
真

理
が
わ
れ
ら
を
自
由
に
す
る
」
が
紹
介
さ

れ
た
時
に
は
、
自
分
の
歩
み
が
思
い
出
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
に
い
た
だ
い

た
「
神
様
に
選
ば
れ
た
」
と
い
う
言
葉
の

意
味
を
思
う
と
と
も
に
、
初
心
を
忘
れ
ず

に
い
よ
う
と
強
く
感
じ
た
瞬
間
で
す
。

―
英
和
生
の
良
い
と
こ
ろ
と
は
？

　
英
和
生
の
豊
か
な
発
想
力
と
表
現
力
に

は
い
つ
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。
進
路
指
導
の

一
環
で
実
施
す
る
「
本
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

大
会
」
で
は
毎
回
魅
力
的
な
作
品
が
多
く

集
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
図
書
活
動
委
員
会

で
新
た
な
企
画
や
広
報
の
ア
イ
デ
ア
が

次
々
と
出
さ
れ
、
委
員
同
士
で
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
様
子
を
い
つ
も
頼

も
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
顧
問
と
し
て
一

つ
で
も
多
く
の
案
が
実
現
で
き
る
よ
う
支

―
司
書
教
諭
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
高
校
時
代
に
図
書
委
員
会
で
行
っ
た
国

援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

―
2
0
3
0
S
D
G
s
ゲ
ー
ム
公
認
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
経
緯
は
？

高
1
総
合
探
究
で
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
実

施
に
向
け
理
科
の
牧
野
美
穂
子
先
生
と
英

語
科
の
武
井
有
紗
先
生
が
既
に
公
認
を
受

け
て
お
り
、
3
人
目
と
し
て
声
が
か
か
り

ま
し
た
。
総
合
探
究
の
文
献
活
用
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
担
当
す
る
中
で
S
D
G
s
に
興
味

を
持
ち
、
生
徒
の
探
究
を
後
押
し
で
き
る

よ
う
学
び
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
タ

イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
た
め
、
喜
ん
で
引
き
受

け
ま
し
た
。
講
座
や
試
験
の
準
備
は
大
変

で
し
た
が
、
非
常
に
実
り
多
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
公
認
を
き
っ
か
け
に
他
の
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
携
わ
る
機
会
も
で
き
、
自
分

の
世
界
の
広
が
り
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

S
D
G
s
の
中
で
は
12
「
つ
く
る
責
任

つ
か
う
責
任
」
に
最
も
関
心
が
あ
り
ま
す
。

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の
体
験
学

習
「
本
の
帯
で
エ
コ
し
お
り
を
作
ろ
う
」

も
こ
の
目
標
か
ら
着
想
を
得
ま
し
た
。

―
英
和
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
簡
単
に
検
索
で
き

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
時
間
を
か
け
て
考
え

る
こ
と
、
検
証
し
な
が
ら
丁
寧
に
調
べ
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
学
び
と
成
長
を
支
え
後
押
し
す

る
知
の
拠
点
と
し
て
、
今
後
も
学
校
図
書

館
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
の
で
、

ぜ
ひ
積
極
的
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

学校図書館は英和生の知の拠点
Arisa Ueda▶▶▶ 生徒からのメッセージ

中学部 3 年
川島 千穂さん

植田先生には図書活動委員会でお世
話になっています。先生は私たちの
「やりたい」という気持ちを何より
も優先してくださいます。いつも私
たちの計画を尊重しながら大人目線
でサポートしてくださり、先日も委
員が提案した校外の図書館見学会を
実現できました。そして、振る舞い
が素敵です。一緒にいるだけで私も
素敵になれそうな気がします。

中学部

植田 亜里沙
司書教諭
慶應義塾大学文学部図書館・情報学専攻
卒業。国語科教諭として 5年間勤務し
たのち、2018年東洋英和女学院中高
部に着任。司書教諭として学校図書館運
営を担当する他、進路指導委員会などを
担当。図書活動委員会、放送部の顧問を
務める。2021年9月、2030SDGsゲー
ム公認ファシリテーターとなる。

図書活動委員会で国際子ども図書館へ見
学に行きました。
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Kaede People

東洋英和楓の会
英和生の活躍、ご紹介します !

ナイス！ リカバリーショット

三木 智映子
1998年東洋英和女学院大学卒。４年次と卒業後
に渡米しプロゴルファーを目指す。
不慮の事故に遭遇しプロへの道が閉ざされ、ティー
チングプロに転向。日米両国のＡ級ライセンスを取
得。東京オリンピックゴルフ競技のテクニカルオ
フィシャルに指名される。イタリア料理店も経営
する、2児の母。

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
競
技
。

テ
ィ
ー
グ
ラ
ン
ド
か
ら
グ
リ
ー
ン
に

向
か
っ
て
進
む
選
手
と
共
に
彼
女
は

い
ま
し
た
。I
G
F
（
国
際
ゴ
ル
フ
連

盟
）よ
り
ナ
シ
ョ
ナ
ル
テ
ク
ニ
カ
ル
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
（
N
T
O
）に
指
名
さ
れ

た
の
で
す
。全
世
界
か
ら
選
ん
だ
40
名

の
内
の
一
人
で
す
。各
選
手
の
ス
コ
ア

を
正
確
に
全
世
界
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
発
信
す
る
と
共
に
、プ
レ
ー
を
見
守

り
ト
ラ
ブ
ル
時
に
は
本
部
と
連
絡
を

取
る
な
ど
、語
学
が
堪
能
で
な
い
と
で

き
な
い
役
目
で
す
。男
子
7
月
29
日
、

女
子
8
月
4
日
ス
タ
ー
ト
の
猛
暑
の

中
で
の
8
日
間
、過
酷
な
任
務
で
し
た

が
、2
日
目
は
春
に
マ
ス
タ
ー
ズ
に
優

勝
し
た
松
山
英
樹
選
手
に
も
つ
き
、深

い
感
銘
を
覚
え
た
経
験
だ
っ
た
そ
う

で
す
。 2

0
2
1
年
夏　

霞
ヶ
関
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ

彼
女
は
U
S
L
P
G
A
（
全
米
女

子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
）と
J
L
P
G
A

（
日
本
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
）の
両

方
の
A
級
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
つ
、テ
ィ

ー
チ
ン
グ
プ
ロ
な
の
で
す
。

筑
波
大
学
附
属
小
中
高
を
卒
業
後
、

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
に
入
学
。中

高
で
は
硬
式
テ
ニ
ス
部
で
活
躍
し
優

秀
な
成
績
を
残
し
、大
学
で
も
テ
ニ

ス
で
活
躍
…
…
と
誰
も
が
想
定
し
て

い
ま
し
た
が
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
隣

の
ゴ
ル
フ
練
習
場
で
、可
愛
い
二
段

ス
カ
ー
ト
の
ウ
ェ
ア
と
、練
習
に
精

を
出
す
素
敵
な
先
輩
方
の
姿
に
惹
か

れ
、即
ゴ
ル
フ
部
へ
と
変
更
。監
督
は

小
川
晴
也
氏
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
合

宿
も
あ
り
、華
や
か
な
ク
ラ
ブ
活
動

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

大
学
2
年
の
時
、練
習
の
し
過
ぎ

で
肋
骨
の
7
番
目
を
疲
労
骨
折
し
ま

す
。一
か
ら
体
を
作
り
直
し
た
方
が

良
い
と
考
え
、大
学
4
年
時
に
休
学
し

て
渡
米
。フ
ィ
ジ
カ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
に

付
き
、体
を
支
え
る
体
力
や
、正
確
に

遠
く
に
飛
ば
す
筋
力
を
徹
底
的
に
鍛

え
直
す
と
共
に
、ア
ー
ニ
ー
・エ
ル
ス

や
ニ
ッ
ク
・フ
ァ
ル
ド
ら
を
指
導
し
、

一
流
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
育
成
に
力
を

発
揮
し
て
い
る
デ
ビ
ッ
ド
・
レ
ッ
ド

ベ
タ
ー
氏
の
ゴ
ル
フ
ア
カ
デ
ミ
ー
で

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
す
。同
時
に
カ
レ

ッ
ジ
の
ゴ
ル
フ
専
科
に
通
学
し
、芝
や

ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
の
修
理
の
仕
方
に
つ

い
て
も
学
ぶ
機
会
を
得
ま
す
。

そ
の
後
帰
国
し
、4
年
次
に
復
学
と

同
時
に
ゴ
ル
フ
部
へ
復
帰
。渡
米
の
効

果
が
早
速
発
揮
さ
れ
、春
季
と
秋
季
の

大
会
で
個
人
優
勝
メ
ダ
リ
ス
ト
に
輝

き
ま
す
。そ
れ
は
、プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

を
目
指
す
決
意
に
繋
が
り
ま
し
た
。

卒
業
後
再
び
渡
米
。U
S
L
P
G
A

の
下
部
組
織
で
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー
で
全

米
の
各
地
を
回
り
、Q
T
（
ク
ォ
リ
フ

ァ
イ
ン
グ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）で
の
合
格

を
目
指
し
ま
す
。そ
の
時
が
技
術
的
に

も
精
神
的
に
も
ゴ
ル
フ
競
技
者
と
し

て
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
、と
言
っ
て
良
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。ベ
ス
ト
で
あ
っ
た

そ
の
時
、テ
ス
ト
会
場
に
向
か
う
空
港

で
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
の
盗
難
に
遭
遇
。短

距
離
走
の
選
手
が
下
駄
を
履
い
て
試

合
に
挑
む
よ
う
な
状
況
に
追
い
込
ま

れ
ま
し
た
。カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
置
い

て
あ
っ
た
別
の
ク
ラ
ブ
を
取
り
寄
せ
、

試
合
に
臨
み
ま
し
た
が
合
格
に
至
り
ま

せ
ん
。さ
ら
に
そ
の
後
、ミ
ニ
ツ
ア
ー
会

場
に
向
か
う
際
、交
通
事
故
に
も
遭

遇
。ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
心
臓
部
と
も
言
え

る
左
手
損
傷
に
よ
り
ツ
ア
ー
プ
ロ
を
目

指
す
道
が
閉
ざ
さ
れ
ま
す
。し
か
し
、ゴ

ル
フ
を
愛
し
て
き
た
熱
い
想
い
は
、テ

ィ
ー
チ
ン
グ
プ
ロ
へ
の
夢
を
描
か
せ
、

そ
の
道
を
歩
む
力
と
な
る
の
で
す
。

2
0
0
3
年
、U
S
L
P
G
A
で

の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
プ
ロ
の
資
格
を
獲

得
し
ま
す
。日
本
人
で
は
3
人
目
で
し

た
。と
こ
ろ
が
そ
の
後
ま
も
な
く
し
て
、

母
親
の
体
調
不
良
と
い
う
連
絡
を
受

け
帰
国
と
な
り
、日
本
で
J
L
P
G
A 

の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
プ
ロ
資
格
取
得
を

目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。想
定
外

で
し
た
が
、常
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
こ

と
を
心
掛
け
て
き
た
こ
と
で
養
わ
れ

た
底
力
は
、A
級
取
得
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
に
全
力
で
挑
む
力
に
昇
華
し
、念
願

の
合
格
の
栄
冠
を
得
た
の
で
す
。そ
う

し
て
U
S
L
P
G
A 

と
J
L
P
G
A

の
両
方
の
A
級
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
つ
、

世
界
で
唯
一
の
日
本
人
と
な
り
ま
す
。

日
米
で
は
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
仕
方

が
少
し
異
な
る
点
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
両
方
の
良
さ
を
取
り
入
れ
て

教
え
る
こ
と
が
で
き
る
醍
醐
味
で
も

あ
り
ま
す
。ま
た
米
国
で
は
、身
長
や

体
重
、筋
力
や
性
格
な
ど
の
個
性
の

違
い
を
生
か
し
た
指
導
法
を
身
に
付

け
て
来
た
の
で
、ゴ
ル
フ
指
導
だ
け

で
な
く
、継
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た

家
業
の
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
の
人
材
育

成
の
場
で
も
生
か
せ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

  （
文

：

編
集
部
）
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ハワイ島大自然の中のロハスでエコな癒しの宿

Data

HAWAII MAKOA ハワイマコア
倉田 郁子（1979年高等部卒）

住所
アメリカ、ハワイ島　P.O.Box 
143, PAPAALOA, HAWAII 
96780, U.S.A.
TEL
＋1-808-854-1289
URL
https://hawaii-
makoa.com/

目の前に180度以上広がる大海原、そこから昇る朝陽。薪で焚く露天風
呂から眺める満天の星空。ロバ、羊、山羊、うさぎ、ヒヨコなどの動物た
ちや大自然に癒され、都会とは全く違う時間の流れを感じてみませんか！

Check!

湘南・江の島　海辺のフォトスタジオ

Data

スタジオカノン・バイ・ザ・シー
浅井 加奈（旧姓吉原 1987年中学部卒）

住所
神奈川県藤沢市
片瀬海岸 1-12-17 
江の島ビュータワー10F
TEL
0466-52-7316
URL
https://photo-
kanon.com/

江の島の海の目の前　湘南ビーチサイド
「日常を特別な時間に」　記憶を彩る海辺のフォトスタジオ
フォトウェディング・七五三・成人式撮影など出張撮影も行ってます。

Check!

たくさんのサプリメントよりひと匙のハチミツ

Data

株式会社ビー・サーキュレーション
上野 尚子（旧姓中川 1987年高等部卒）、上野 泰子（2017年高等部卒）

住所
港区麻布十番 2-21-6-1904
Instagram
Bee Circulation Honey

葉山の里山で非加熱・無添加のハチミツを作っています。
採れたての貴重な生ハチミツをホテル・オークラ東京ロビー階のオー
キッド内シェフズガーデンにて販売しております。

Check!

油絵のオーダーメイドペット絵画

Data

HARUIRO atelier
柴田 真由子（2011年高等部卒）

URL
https://mayukoharuiro.
wixsite.com/home

E-mail
mayuko.haruiro@gmail.com

メールでお写真をお送りいただき、わんちゃんやねこちゃんの性格や思
い出をお伺いしながら、ご希望に添えるよう心を込めて制作いたします。
お花などを背景に描画することも可能です。お気軽にご相談ください。

Check!

食を通じて文化を創るお手伝い

Data

中国料理 新
しん きょう てい

橋亭
呉 祥慶（1975年東洋英和幼稚園卒）、呉 祥維（1990年東洋英和幼稚園卒）、
呉 祥英（1992年高等部卒、1996年大学卒）

住所
東京都港区新橋 2-4-2
TEL
03-3580-2211
URL
https://www.
shinkyotei.com/

創業昭和 21年。本場の味と心を込めたおもてなしで各界要人よりご
愛顧いただいています。個室での同窓会、接待、法事等、ご家族ご友
人との気軽なお食事も大歓迎です。
楓祭の懐かしい桃まんじゅうも変わらずございます♪

Check!

Maple Mall
英和生集まれ！

英和生が営んでいるお店の情報をお寄せください！

「美味しいスイーツのお店を営んでいます」「地域に根差したクリ
ニックを開いています」「おしゃれなファッションのお店をオープン
しました」などなど、英和生が営んでいたり、経営に携わってい
るお店などの情報をお寄せください。皆様から寄せられた情報で、
Maple Mall  の誌面を賑やかに彩りましょう。

情報提供は、koho@toyoeiwa.ac.jpまでお願いします。
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あ
る
セ
ン
テ
ニ
ア
ル
パ
ー
ク
に
植
樹
さ
れ

た
「
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
桜
の
木

で
す
。

「
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
東
洋
英
和

女
学
院
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
に『
カ

ナ
ダ
婦
人
宣
教
師
物
語
』
が
刊
行
さ
れ

た
の
を
機
に
、
2
0
1
1
年
2
月
、
同

窓
生
を
中
心
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ミ
ス
・
カ
ー
ト
メ
ル
を
は
じ
め
百
数
十
人

も
の
婦
人
宣
教
師
の
信
仰
と
お
働
き
が
今

日
の
学
院
の
礎
と
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
、

ミ
ス
・
カ
ー
ト
メ
ル
の
母
教
会
が
あ
る
ハ

ミ
ル
ト
ン
市
お
よ
び
ミ
ス
・
カ
ー
ト
メ
ル

の
出
身
地
で
あ
る
ソ
ロ
ル
ド
市
に
桜
を
お

贈
り
し
、
感
謝
と
友
好
の
絆
を
永
く
記
念

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

3
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
2
0
1
4

年
6
月
に
学
院
関
係
者
も
出
席
し
て
植
樹

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
9

年
に
は
「
植
樹
五
周
年
記
念
ツ
ア
ー
」
も

開
催
、
両
市
を
再
訪
し
カ
ナ
ダ
の
方
々
と

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

満
開
の
桜
―
掲
載
の
画
像
は
、
カ
ナ

ダ
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
市
ダ
ン
ダ
ス
に

植
樹
の
手
配
に
は
じ
ま
り
現
地
で
桜

を
見
守
り
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
カ

ナ
ダ
合
同
教
会
引
退
牧
師
の
有
賀
誠
一

先
生
か
ら
は
毎
年
欠
か
さ
ず
桜
の
報
告

が
届
き
ま
す
。
近
年
で
は
S
N
S
の
普

及
に
よ
り
、
現
地
の
市
民
の
方
か
ら
東
洋

英
和
へ
の
「
T
h
a
n
k 

y
o
u
!
」

が
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
も
。
桜
の
花
を
通

じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
カ
ナ
ダ
と

東
洋
英
和
と
の
つ
な
が
り
を
忘
れ
ず
に
い

た
い
も
の
で
す
。

カ
ナ
ダ
で
花
開
く
英
和
の
桜

―
「
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
今
―

●「史料室だより」No.99「特集１：親族に語り継がれる柳原白蓮―武田資子氏インタビュー―」
　  「特集 2：村岡花子記念講座を振り返る」は、下記のURLもしくは右のQRコードからお読みいただけます。
　  https://www.toyoeiwa.ac.jp/archives/publications/
● 史料室 TEL：03-3583-3166／ FAX：03-3583-3329　URL https://www.toyoeiwa.ac.jp/archives/

史
料
室
レ
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ー 
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2022年 5月 7日頃に満開となったカナダのハミルトン市ダンダスに
あるセンテニアルパークの桜
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後援会長　井上 貴之

同窓会 クリスマス礼拝

「御子イエスを心に迎える」という題でみ言葉を
取り次いでいただきました。この 3年間、皆で
集うことは許されず配信での礼拝となりました
が、海外にお住まいの方、ご闘病中の方ともご
一緒に礼拝を守ることができたことは感謝でご
ざいます。六本木の街も変貌を遂げていますが、
同窓会は、長い間卒業生が大切に守ってきた
「敬神奉仕」の教えを大切に、神様に祈り、人に
寄り添う同窓会でありたいと思っております。

2 022年度はクリスマス礼拝の説教者とし
て副院長の髙橋貞二郎先生をお迎えし、

学院同窓会より

髙橋 貞二郎 副院長

楓美会は 2023 年に
創立 30 周年を迎えます

の先生方の教えを大切にしています。その一つ
が周年行事に対する考え方です。5年ごとの周
年行事を大切に考え、卒業生や学生の活躍等を
外部にも知っていただける機会とし、広報にも
活用して参ります。また、港区や各大使館と連
携し、地域の皆様に楽しみながら学んでいただ
ける講座を企画していく予定です。詳細は楓美
会のHPをご覧ください。

楓美会は母校の歴史を学び、英和の未来を
見据えて、礎を築いてくださった宣教師

大学同窓会 楓美会より

楓美会創立30周年記念ロゴマーク

※『東洋英和女学院 資料集 第 3号』のブラックモア先生
の記述には 5年ごとに周年行事を行っていく方針が書
かれています。

2022 年度後援会役員会・
役員懇談会のご報告

度収支決算、2022年度収支予算（案）のご承
認を賜りました。役員会に先立ち行われた学院
各部説明会では各部の現状について学院よりご
説明いただき、役員会後は各部毎の顔合わせ会
場に移動し先生方との懇談を行いました。また、
10月 7日（金）には後援会役員懇談会が開催
され、役員と学院との間で活発な意見交換が行
われ、大変有意義な会となりました。

去る 2022年７月１日（金）、後援会役員
会が開催され、役員改選（案）、2021年

後援会より

2022年度後援会常任役員
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